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状 態 の改 善 を独 立 後 か ら積

極 的 に進 め て きた。 特 に飲

料 水 の 衛 生 状 態 改 善 の た

め、 井 戸 の整 備 を積 極 的 に

進 め、 この政 策 は大 きな成

果 を上 げ た。

なぜ井 戸 が 必要 だ った の

か。 バ ング ラデ シ ュは大 き

な河サ||、例 え ばガ ン ジス川

や メグ ナ川 に囲 まれ て い る

が 、 この地 域 は雨 期 と乾 期

が は っき り分 か れ て お り、

乾 期 に は 農 業 用 水 を は じ

め、飲 料 水 の確 保 が 出来 な

か った。 そ して井 戸 は全 国

に普 及 し、多 くの国民 は 「安

全 な水 の恩恵 」 を受 けたか

に見 えた。 し か し問題 は90

年 代前 半 に頭 在 化 した。

住民 の皮 膚 に ヒ素 中毒特

有 の黒 い斑 点 が見 い だ され

る よ うにな り、 政 府 は国 際

機 関 の助 け を得 て、水 質 調

査 を した と ころ、 多 くの井

戸 が元 来 地 層 中 に存 在 した

ヒ素 に高 濃 度 に汚染 され て

い た の だ。 全 国 64県 の 内、

59県 は
“
重 汚 染 地 区

"と
認

定 され た。

ダ ッカ に近 い コイ ラ村 で

は3500本 じD井 戸ゴ中 500】ドで

高 濃 度 の ヒ素 が 検 出 さ れ

た。 平 均 で 100p p bの 濃

度 で、 これ はWHOの 水 質

基準 (10p p b)の 10倍 で

あ る。 昨年 、 ダ ッカ の市 民

病 院 で 6万 人 の患 者 を対 象

に ヒ素 中毒 の病 状 を調 べ た

所 、 ■万 500人 に そ の 症 状

が発 見 され た。

井 戸 水 に よる ヒ素 中毒 を

防 ご う と、 政 府 や 世 界 銀

行 、 UNICEF等 が プ ロ

ジ ェク トを組 ん で い るが、

遅 々 と して進 ん で い な い。

井 戸 水 の代 わ りに表 流 水 を

沸 騰 させ て飲 む よ うに指導

し て い る が 、 炊 事 用 に さ

え、 不 足 して い る員 重 な薪

を 「水 の沸 騰 に使 う」 人 は

ほ とん どい な い。

(Y)

● 井 戸 水 で 国 が 減 び る?

深 刻 なヒ素 汚 染 に 直 面 す

るバ ングラデシュ

1 9 7 1年パ キ スタ ンか ら独

立 した バ ング ラデ シ ュ、 現

在 、 国 民 (■億 4千 万 人 )

の約 25%が ヒ素 に由来 す る

病 気 に罹 って お り、 ヒ素 中

毒 の患 者 数 も毎 年 8%増 加

す る との推 計 もあ る。 この

ま ま放 置 す る と国家 存 亡 の

危 機 に …。

独 立 前 の 国 民 の 大 多 数

は、 洪 水 の危 険性 が 高 い低

湿 地 にす ん で お り、 衛 生 状

態 は きわ め て悪 か った。 こ

の た め、 水 を媒 介 と して、

コ レラや赤 痢 な どの流 行 が

た び たび発 生 し多 くの命 が

奪 わ れ た。 こう した状 況 を

改 善 す る た め、 バ ング ラ デ

シ ュ政 府 や 国 際機 関 が衛 生


